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月の休館日： 月 日 月

入浴営業時間 月２日～２月末日

早朝６時３０分から営業いたします

月 日 暮の市 まるっと前で開催
広
　
告

第１１7話　岡村の医師（２）

　
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
の
米

沢
藩
医
の
門
生
譜
（
生
徒
名
簿
）

に
「
最
上
生 

柏
倉
亮
達
」
の
名

前
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
柏
倉
亮
達
は
、
岡
村
の
柏
倉
九

左
衛
門
家
文
書
に
お
い
て
、
嘉
永

３
年
（
１
８
５
０
）
柏
倉
喜
惣
治

家
分
家
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
弘

化
５
年
（
１
８
４
８
）
の
岡
村
人

別
宗
旨
改
帳
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
主
杏
庵
（
亮
達
）
２４
歳
、
女

房
え
い
２２
歳
、
弟
猶
治
２０
歳
、
父

栄
七
５１
歳
、
母
け
ん
３６
歳
、
下げ

女じ
ょ

志
ま
２１
歳
と
あ
っ
て
、
父
栄
七

は
、
漢
方
医
と
伝
え
ら
れ
、
杏
庵

は
こ
の
年
に
医
業
を
修
め
帰
村
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
１６
年（
１
８
８
３
）
９
月
、

岡
村
、
土
橋
村
を
は
じ
め
近
村
に

傷
寒
（
腸
チ
フ
ス
）
が
流
行
し
た

と
き
、
医
柏
倉
杏
庵
の
名
で
診
断

書
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明

治
中
期
に
は
岡
村
で
開
業
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
岡
千
手
観
音
参

道
右
側
に
産
科
医
柏
倉
初
女
の
石

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
初

女
は
、
本
名
は
「
は
つ
」
で
、
明

治
１４
年
（
１
８
８
１
）
６
月
３０
日

に
提
出
さ
れ
た
「
産
婆
医
術
営
業

届
」
に
は
、
東
村
山
郡
岡
村
二
七

番
地
、
医
柏
倉
文
達
母
の
肩
書
き

が
あ
り
ま
す
。

　
柏
倉
は
つ
は
、
こ
の
届
書
に
よ

る
と
５２
歳
８
か
月
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
文
政
１１
年
の
生
ま
れ
で
、
長

崎
村
の
医
師
青
木
長
伯
文
栄
塾
で

学
ん
だ
女
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
医
学
を
修
め
た
か
ど
う

か
、
詳
し
い
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
読
み
書
き
の
ほ
か
に
分
娩
・

育
児
に
係
わ
る
指
導
を
受
け
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
後
に
、
長
崎
村
の
昌
常
院
に
嫁

い
だ
娘
・
て
る
（
安
政
２
年
生
ま

れ
）
も
母
と
同
じ
く
産
婆
と
な

り
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
多
く
の
命
の
誕
生
に
係
わ
り
ま

し
た
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

合
ごうりゅうかい

龍会（落合）
　落合地区は、町東部に位置し、
天童市と隣接している人口１７３人
（４９世帯）の地域です。（平成２８年
１１月末現在）

落合地区

プレーの様子

第２０回大会の記念撮影

子どもたちも参加した桜の植樹の様子
（平成１６年、三落公園にて）

　
１０
月
２
日
、
落
合
地
区
で
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
世
代
を
越
え
た
地

区
住
民
同
士
の
交
流
と
地
区
の
活
性
化

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、第
２０
回
の
節
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

佐
藤
町
長
と
齋
藤
町
議
会
議
長
を
来
賓

と
し
て
迎
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
６３
名
が
参
加
。
秋
晴
れ
の
空
の
下
、

汗
を
流
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
第
１０
回
大
会
ま
で
は

長
男
会
（
落
合
地
区
の
長
男
で
組
織
さ

れ
る
団
体
）
の
主
催
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
合ご
う

龍り
ゅ
う

会か
い
（
落
合
地

区
の
青
年
有
志
で
組
織
さ
れ
る
団
体
。

平
成
１６
年
に
発
足
し
、現
在
会
員
１３
名
）

が
引
き
継
ぎ
、
企
画
・
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
大
会
会
場
は
落
合
橋
の
下
の
川
原
。

町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
使
用
せ

ず
地
域
の
中
に
会
場
を
設
定
し
た
の
は
、

「
参
加
者
に
地
域
で
思
い
出
を
つ
く
っ

て
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
合
龍
会
で
は
、
大
会
会
場
の
整
備
の

た
め
、
年
に
３
回
ほ
ど
会
場
の
草
刈
り

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
会
発
足
時
に
植

樹
し
た
桜
の
消
毒
や
公
園
の
草
苅
作
業

な
ど
を
行
い
、
地
域
の
景
観
維
持
と
活

性
化
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
合
龍

会
の
鈴
木
光
則
会
長
は
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
「
こ
れ
か
ら
も
仲
間
同

士
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
活
性
化

の
た
め
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子育て支援センターに行ってみよう！
子育て支援センターってどんなところ？

誰でも利用できるの？

　「子育て支援センター」は、なかやま保育園内にある
子育て支援拠点です。保育園内の一室を開放し、子育て
中の方の育児相談や子育て関連の楽しいイベントを行い、
お子さんと保護者の方同士が交流するきっかけづくりを
しています。

　赤ちゃんから未就学児まで、子育て世代の方ならどな
たでも利用できます。お気軽にお立ち寄りください。
　イベント等への参加は予約が必要な場合もありますの
で、お問い合わせください。

　子育て支援センターのイベント情報はお知らせ版
（毎月１日発行）と一緒に配布される「まちのカレ
ンダー」や子育て支援センターホームページ「元気
にso－date」（http://www.sodate-nakayama.jp）
でご確認ください。
※お問い合わせ先
　子育て支援センター　☎６６２−２５１０

　子育て支援センターでは、クリスマス会など
季節に合わせたもののほか、子育てに役立つイ
ベントも随時行っています。
　１１月４日には、「子ども服リサイクル」が行
われました。これは、年４回、季節の変わり目
に行っているもので、不要になった子ども服を
互いに持ち寄り、自由に選び、持ち帰ることが
できます。
　参加した方からは、「子どもが大きくなって
着られなくなった服を誰かに使ってもらうこと
ができ、また、必要なものは無料でいただくこ
とができるので助かっています」と大変好評で
した。
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